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K
付
被
一
-召
上
↓
と
あ

p
。
九
比
賃
設
在
る
べ
し
。
大
山
記
寺
陣
は
五
年
な

れ
ば
.
共
の
翠
年
は
民
長
六
年
な
り
。
島
も
ふ
陀
新
町
の
枇
地
は
、

古
来
よ
り
の
枇
地
な
る
を
‘
務
の
用
地
と
成
り
、
氏
子
地
主
雌
れ
.

の
居
邸
K
賜
は
り
.
夫
よ
り
凡
二
百
七
十
後
年
を
経
た
る
践
.
明
治

間
氏
屋
敷
共
道
地
た

p
o
然
る
に
一
冗
和
二
年
城
下
の
町
地
建
替
の

時
、
乙
剣
の
制
は
卯
反
山
へ
移
さ
れ
、
稲
荷
献
は
浅
野
川
縁
へ
移
さ

る
。
と
い
へ
り
。
加
烈
古
融
制
考
陀
も
‘
元
和
二
年
の
聞
出
金
川
町
城
下
の

町
符
を
改
山
地
あ
り
て
、
乙
剣
の
枇
は
卯
反
山

へ
移
さ
る
。
今
の
久
保

市
山
金
剛
寺
是
な
り
。
稲
荷
祉
は
浅
野
川
の
河
縁
へ
移
さ
る
。
今
の

議
K
隔
り
た
る
卯
反
山

へ
移
醐
押
せ
し
め
、
跡
地
を
ば
務
土
問
尾
隼
人

稲
荷
天
導
寺
是
左
り
。
止
自
の
久
保
市
の
枇
地
は
‘
今
の
新
町
西
尾
隼

厳
車
排
誼
鯨
の
際
.
西
尾
氏
は
新
町
な
る
邸
地
主
的
H
却
し
て
退
去
せ
し

ゅ
ゑ
.
乙
剣
の
氏
子
一
統
協
同拙
し
て
.
沼
地
へ
復
臨
の
事
を
繰
り
、

勝
脳
へ
上
申
せ
し
臨
.
教
部
省
伺
の
上
.
明
治
丸
年
二一月

H
二
日
許

可
を
得
、
卯
反
山
の
一
例
殿
を
新
町
の
即
日
地
へ

引
移
し
、
同
年
五
月
一

目
落
成
陀
依
り
、
此
の
日
選
宮
式
を
執
行
し
て
復
古
在
し
た
り
け

人
の
居
第
共
mu
地
主
り
。
噛
H

眠
聞
の
初
ま
で
は
、
裏
門
の
坂
の
聞
に
古

宮
品
引
の
跡
も
あ
り
た
り
。
と
兄
b
・
又
北
ハ
第
内
に
椎
の
古
木
あ
り
。

此
木
は
此
口
の
副
木
な
り
と
云
俳
へ
、
今
も
繁
茂
す
。
と
い
へ
り
。
平

次
按
A
Y
る
花
、
蛍
駐
を
卯
反
山
へ
移
師
押
せ
し
は
、
利
長
卿
の
時
陀
て

段
長
六
年
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
牲
に
も
、
古
来
久
保
市
陀
銀
座
之

り。

成
、
州
艇
長
六
年
卯
炭
山

へ
巡
臨
と
紀
州
叫
し
、
=
一
州
芯
来
図
概
覧
に
は
、

O
久
保
市
山
金
剛
寺
跡

院
長
六
年
七
月
三
日
瑞
総
会
花
押
以
6

七
ゲ
寺
一
紙
者
↓
脇
昌
久
保
市
山

毘
宮
山
一市
陀
て
、
佐
古
よ
り
乙
剣
一例
制
の
別
館
也
。
三
筋
屋
版
六
別
処

金
剛
寺
地
於
卯
反
山
ブ
守
的
存
。
と
あ
り
。
今
考
ム
る
陀
‘
段
長
六
年

世
一
位
等
の
移
締
を
命
ぜ
ら
れ
し
も
の
は
.
枯
木
橋
遂
の
惣
緋
期
出
来

せ
し
故
な
る
べ
し
。
此
の
伶
緋
摘
出
来
主
、
民
長
四
年
の
本
主
る
よ

し
三
州
芯
掛
町
民
妃
紋
す
れ
ど
・
点
平
二
年
卯
反
妙
務
寺
由
来
欣
u
k
、

最
前
枯
木
町
に
寺
有
ν
之
出
向
、
大
型
寺
仰
の
用
車
年
御
披
下
惣
捌
御
普
鮪

花
、
久
保
市
山
法
位
坊
金
剛
寺
と
記
秘
す
。
按
A
Y
る
に
、
石
市
枇
磁

慶
長
十
一
年
の
氏
子
連
判
訴
訟
倣
に
、
同
町
民
長
九
年
の
春
長
谷
観
音
の

御
戸
開
き
と
承
陀
付
、
卯
反
山
へ
会
り
御
無
用
忙
と
い
へ
ば
、
共
時

ほ
う
じ
ゅ
坊
石
泊
村
へ
御
山
候
て
わ
び
研
被
v
成
。
と
あ
り
。
さ
れ
ば

民
長
の
頃
よ
り
法
佐
坊
と
呼
ぴ
た
り
し
事
知
ら
れ
け
り
。
或
は
云

五




